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新年あけましておめでとうございます。
　謹んで新年のごあいさつを申し上
げます。市民の皆さまには、日ごろ
から市政全般に対し、多大なご理解
ご協力を賜り、心からお礼申し上げ
ます。
　新しい米子市が誕生して早や２度
目の新年を迎えました。
　昨年を振り返りますと、「新市の一
体化の推進」のための淀江地区ＣＡ
ＴＶ施設整備、合併振興基金の積立、
「経済の活性化」のための流通業務団
地への企業誘致、皆生温泉などの集
客増対策、「少子高齢化対策」のため
の放課後児童対策事業、地域福祉計
画の策定、介護予防のための『よな
Ｇ
ゴ

Ｏ集団体操』の普及、さらに、「ゆ
とりと心豊かさの向上」のための義
務教育施設や文化財整備、まちづく
り活動支援事業などを実施し、また、
公の施設の指定管理者制度の導入な
ど、行財政全般にわたる市政の改革・
発展に全力で取り組んでまいりまし
た。
　特に昨年は、米子市の『ひと』や人々
の『こころ』、市民の『暮らし』、豊
かな『自然』、あらゆる『産業』、『よ
なご』の持つ潜在能力などがいきい
きと輝くものとするための、「新米子

市総合計画（米子いきいきプラン）」
を策定しました。この計画は、「子育
てを応援し、お年寄りが元気な米子」、
「ゆとりある心豊かな米子」、「活力み
なぎる米子」、「みんなのための市役
所」という４つの柱で構成されてお
り、米子市の今後５年間の市政運営
の指針となるものです。
　今年は、この計画を踏まえ、「新
市の一体性の確保」と「市民との協
働によるまちづくり」を基本理念に、
米子市の将来像である、交流と連携
を育み、新しい文化を創造する都市
「生活充実都市・米子」の実現を目指
して、市民の皆さまとともにまちづ
くりを進めてまいります。
　そして、市民１人ひとりが、豊か
な自然を享受しながら働く場があっ
て、希望と誇りを持って充実した生
活を送ることのできる、山陰の中心
都市として光輝くまちづくりを目指
してまい進しますので、市民の皆さ
まのご支援ご協力を賜りますようお
願い申し上げます。　
　新しい年が皆さまにとりまして良
いお年でありますよう心からお祈り
いたしまして、新年のごあいさつと
いたします。
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明けましておめでとうございます。
　平成 19 年の新春を迎え ､ 市民の皆
様に謹んで新年のご挨拶を申し上げ
ます。
　市民の皆様には、平素より議会活動
並びに市政運営に対しまして温かいご
支援、ご協力を賜り、衷心より厚くお
礼申し上げます。
　米子市議会におきましては、昨年
は、米子市と淀江町の合併後初の改
選により、議員定数 30 人という新た
な枠組みで、米子市の輝かしい未来
の実現に向けてスタートをした年で
ございました。
　昨年の内外情勢を振り返ってみます
と、秋篠宮悠仁殿下ご誕生という明る
いニュースがあった一方で、日常的に
発生した、幼い子どもや、お年寄りが
巻き込まれる凶悪事件の数々、飲酒運
転による死亡事故などの痛ましい事件
の多発など、また、国外では北朝鮮の
核実験が全世界を不安と恐怖に陥れま
した。拉致問題では、本市の松本京子
さんが拉致被害者として政府に正式に
認定されましたが、これは問題解決に
勇気と希望をもたらす大きな一歩を踏
み出すものであり、一日も早い無事な
帰国につながるよう念願いたすもので
ございます。そのほか、いじめによる

小・中学生の自殺問題など、様々な社
会問題が取りざたされた年でもありま
した。
　このような中、地方自治体を取り巻
く状況も、年々厳しくなる財政事情と
急速に進む少子・高齢化などを背景に、
行財政改革を始めとする重要な課題が
山積する、誠に厳しい状況であります
が、このような時こそ、市政に携わる
者が一丸となって英知を結集し、効率
的な行財政運営によって市民生活向上
のための施策を充実させていく必要が
あると痛感いたしております。
　市議会といたしましても、引き続き、
市民の皆様の声を真摯に受けとめ、社
会の変化に伴い複雑、多様化する行政
需要を的確に把握し、その声を市政に
反映させていくとともに、より開かれ
た市議会を目指して、さらなる努力と
研鑚を重ね、皆様の負託に応えるべく
決意を新たにいたしておりますので、
本年も旧年に倍するご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げる次第で
ございます。
　年頭にあたり、米子市のさらなる発
展と市民の皆様のご健勝、ご多幸をお
祈り申し上げまして、新年のご挨拶と
いたします。
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２ ０ ０ ６ 年 市 政

市の花と鳥、ロゴマークと
イメージキャラクターが決定 （１月・２月） 
市民の皆さんからのアンケート結果を参考に、米子市の
花は「ツツジ」、鳥は「コハクチョウ」に決定しました。
また、多くの応募の中から、ロゴマークとイメージキャ
ラクターも決まりました。ロゴマークは、「交流」・「や
さしさ」・「歴史」などのイメージや「日本海」・「大地（中
国山地）」を表現しています。イメージキャラクターの
名前は「ネギ太」と「ネギ子」。２人あわせて「ヨネギー
ズ」です。

米子城跡が国の史跡に（１月）
米子城跡が国の史跡に指定されました。
現在、建物は残っていませんが、石垣や礎
石などは城郭の形態をよくとどめ、その構
造を知ることができます。

「米子市行財政改革大綱」と
その実施計画を策定 （３月）

「米子市財政健全化プラン」をもとに国の行
政改革の指針も参考にしながらまとめたも
ので、平成17年度から 21年度までの 5年
間に米子市が取組むべき行財政改革の方針
と計画を示しています。

公の施設の指定管理者制度を導入（４月）
「指定管理者制度」は、
市が指定した民間事業
者、ＮＰＯ法人、ボラ
ンティア団体などに、
公の施設の管理運営を
委託する制度です。米
子市では、平成 18 年
４月から、ふれあいの
里、山陰歴史館、都市
公園、水泳場など、47
の公の施設にこの制度
を導入しました。

「安心・安全情報ネットワーク」
本格運用開始 （５月） 

防災・防犯情報をインターネットを使って
配信し、地域の安心・安全情報を共有でき
るネットワークの運用を開始しました。
「米子市安心・安全ネットワーク」ＵＲＬ
http://anshin.yonago-city.jp/Community/

平成 18 年は皆さんにとって
この１年を振り返り、市政の



どんな年でしたでしょうか。　
主なできごとを選んでみました。

（順不同）

２ ０ ０ ６ 年 市 政 主 要 ニ ュ ー ス

新米子市総合計画
「米子いきいきプラン」策定（９月）

「新市の一体性の確保」と「市民との協働によるまちづ
くり」を基本理念に、将来像である「生活充実都市・米
子」の実現を目指し、市民の皆さんとともにまちづくり
を進めるために、新米子市総合計画「米子いきいきプラン」
を策定しました。
また、基本計画の中に数値目標を取り入れ、それぞれの
分野の計画の目標に向けて指標を設定し、現状の数値と
平成 22年度の目標値を掲げ、具体的でわかりやすい計画
としました。
また、米子市の『ひと』や人々の『こころ』、市民の『暮らし』、
豊かな『自然』、あらゆる『産業』、『よなご』の持つ潜在
能力などがいきいきと輝くものとなるよう、『米子いきい
きプラン』をサブタイトルとしました。

米子市議会議員一般選挙 （６月）
6 月25日に新市が誕生して初めての「米子
市議会議員一般選挙」が行なわれ、30人の
市議会議員が選ばれました。

スポレク鳥取2006開催（10月）
第19回全国スポーツ・レクリエーション祭「ス
ポレク鳥取 2006」が県内の各市町村で開催
されました。スポレク祭は勝敗のみにとらわ
れることなく、楽しむことを目的とした生涯
スポーツの祭典です。
米子市では、「女子ソフト
ボール」、「年齢別ソフトテ
ニス」、「インディアカ」が
開催され、市内外の選手た
ちと交流を深めました。

米子市・保定市
友好都市締結15周年（10月）

中国・保定市で友好都市締結15周年記念の
催しが行なわれました。また、保定市内の
学校や企業などを米子市訪中団が視察し、
相互理解と交流を深め合いました。

国民保護共同実動訓練実施（11月）
日本が武力による攻撃を受けたときや、大規模なテロなど

にあったことを想定し
行なわれる「国民保護
実動訓練」。大規模収
容施設への化学テロが
起こったと想定し、国・
鳥取県・米子市が共同
で、市内各所で訓練を
実施しました。



税制改正のお知らせ
平成19年度から住民税が変わります

●住民税所得割の税率を 10％（市民税６％・県民税４％）に統一
　地方分権の推進のために、国から地方へ、約３兆円規模の税源移譲が行なわれます。この税源移譲により、平成
19年から住民税（地方税）と所得税（国税）の税率が変わります。
　平成19年６月分から、住民税は、累進税率から比例税率 10％（市民税６％・県民税４％）に変わります。
　また、所得税は、４段階の税率が６段階に細分化されます。 源泉徴収の方は平成19年１月分から、確定申告等で
納付の方は平成19年分所得税（平成20年申告分）から変わります。
　なお、この税源移譲による税制改正で、皆さんに納めていただく「所得税と住民税とを合わせた全体の税負担」
が変わることは基本的にありません。

◆住民税
平成18年度分住民税所得割 平成19年度分住民税所得割

課税される所得金額 (A)
（1,000 円未満切り捨て）

税 額 課税される所得金額 (A)
（1,000 円未満切り捨て）

税 額

市
民
税

200万円以下 (A)×３% 市
民
税

一律 (A) ×６%200万円超 700万円以下 (A)×８%－ 10万円
700万円超 (A)×10%－ 24万円

県
民
税

200万円以下 (A)×２% 県
民
税

一律 (A) ×４%200万円超 700万円以下 (A)×２%
700万円超 (A)×３%－ ７万円

◆所得税
平成18年分所得税 平成19年分所得税

課税される所得金額 (A)
（1,000 円未満切り捨て）

税 額 課税される所得金額 (A)
（1,000 円未満切り捨て）

税 額

330万円以下 (A)×10%
195万円以下 (A)×５%
195万円超    330万円以下 (A)× 10%－     97,500円

330万円超    900万円以下 (A)×20%－ 33万円
330万円超    695万円以下 (A)× 20%－   427,500円
695万円超    900万円以下 (A)× 23%－   636,000円

900万円超 1,800万円以下 (A)×30%－123万円 900万円超 1,800万円以下 (A)× 33%－1,536,000円
1,800万円超 (A)×37%－249万円 1,800万円超 (A)× 40%－ 2,796,000円

人的控除差の調整
　所得税と住民税では、配偶者控除や扶養控除をはじめとする人的控除額に差がありますが、税源移譲によって個々
の納税者の負担が変わらないよう、人的控除の適用状況に応じて個人住民税が減額されます。
人的控除の計算方法
●合計課税所得金額が 200万円以下の方
次の①と②のいずれか小さい額の５％（市民税３％、県民税
２％）に相当する金額
①…別表の「控除の種類」欄の控除の適用がある場合は、
　　「金額」欄の額を合算した金額
②…合計課税所得金額

●合計課税所得金額が 200万円超の方
①から②の額を控除した金額（５万円を下回る場合は５万円）
の 5％（市民税３％ ､県民税２％）に相当する金額
①…別表の「控除の種類」欄の控除の適用がある場合は、
　　「金額」欄の額を合算した金額
②…合計課税所得金額から 200万円を控除した金額

別 表
控除の種類 金 額 控除の種類 金 額

障 害 者
控 除

普 通 １万円

扶養控除

一 般 ５万円

特 別 10万円 特 定 18万円

寡婦控除
一 般 １万円 老 人 10万円

特別加算 ４万円 同居老親 13万円

寡夫控除 １万円 同居特別障害者加算 12万円

勤労学生控除 １万円 配 偶 者
特別控除

38万円以上
40万円未満 ５万円

配 偶 者
控 除

一 般 ５万円 40万円以上
45万円未満 ３万円

老 人 10万円 基礎控除 ５万円



その他の税制改正について
●定率減税が廃止されます
　定率減税は、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されてきましたが、平成19年度分（所得
税については平成19年分）から廃止されるため、納付額は増額となります。

適 用
平成17年度 (平成17年分 ) 平成18年度 (平成18年分 ) 平成19年度～

(平成19年分～ )減 税 額 上 限 減 税 額 上 限

市・県民税 所得割額× 15％ ４万円 所得割額× 7.5％ ２万円
廃 止

所 得 税 所得税額× 20％ 25万円 所得税額× 10％ 12.5 万円

（注）…適用の（　）内は所得税です。

●老年者非課税廃止にかかる経過措置
　年齢が 65歳以上で前年の合計所得金額が 125万円以下の方の非課税措置が廃止されました。
　なお、平成17年１月１日現在で 65歳以上の方で前年の合計所得金額が 125万円以下であれば、平成19年度の住
民税が３分の２に軽減されます。

適 用 均 等 割 所 得 割

市 民 税 2,000 円
所得割額から１/３相当額を控除した後の金額

県 民 税 900円

　　　※県民税均等割は、森林環境保全税 300円を含みます。

●山林所得の五分五乗方式、平均課税は廃止されます
　課税山林所得に対する税率の五分五乗方式、変動所得や臨時所得に係る平均課税は、住民税所得割の税率を比例
税率化することに伴い廃止されます。

■問い合わせ　課税課市民税係（☎２３－５１１４）

住民税や所得税等の申告相談のご案内
期 間 申告相談場所

１月23日（火）～２月15日（木）
※この期間は、年金所得者、給与
　所得者の還付申告に限ります。

米子コンベンションセンター
５階会議室

２月16日（金）～３月15日（木） 米子コンベンションセンター
２階国際会議場

２月16日（金）～３月９日（金） 市役所淀江支所２階大会議室

※いずれも、土、日、祝日を除きます。
　受付時間は午前９時～ 11時、午後１時～４時です。

■問い合わせ　課税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　　　米子税務署（☎３２－４１２１）

◆用語の解説◆
課税される所得金額
皆さんの給与・年金や事業収入
などは税法上「収入」と呼ばれ
るものです。「課税所得金額」と
はこの「収入」から必要経費、
給与所得控除等や基礎控除、扶
養控除、社会保険料控除といっ
た諸控除を差し引いた残りの金
額のことです。

合計課税所得金額
課税総所得金額、課税退職所得金
額、課税山林所得金額の合計額
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レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
お
子
さ
ん
の
家
庭
に
学
校
給
食
使

用
材
料
一
覧
表
・
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
ア
レ
ル

ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
も
の
）

別
分
類
表
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
弁
当

に
使
用
す
る
食
品
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
の

場
合
、
個
別
に
保
護
者
と
学
校
、
学
校
栄

養
職
員
で
協
議
が
必
要
で
す
の
で
、
小
学

校
に
入
学
さ
れ
る
時
期
が
き
ま
し
た
ら
、

学
校
か
米
子
市
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
の
駐
車
場
は
、
皆
さ

ん
が
「
車
を
停
め
ら
れ
な
い
」
と
大
変

困
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う

に
、
あ
の
駐
車
場
は
、
妊
婦
さ
ん
や
乳

幼
児
を
連
れ
た
方
が
た
び
た
び
訪
れ
る

所
で
す
。
一
日
も
早
く
楽
に
駐
車
が
で

き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　

ふ
れ
あ
い
の
里
の
駐
車
場
が
決
し
て
十

分
で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
拡
張
は
、
適
当
な
用
地
の
取
得
や
財

政
上
の
問
題
か
ら
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
役
所
に
来
る
た
び
に
障
が
い
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
明
ら
か
に
そ
う
で

な
い
方
が
平
気
で
駐
車
さ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
そ
う
い
っ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
気
持
ち
の
問
題
と
し
て
、

障
が
い
者
っ
て
一
般
の
理
解
が
低
い

の
か
な
と
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
が
お
互
い
を
思
い
や
れ
る
社
会

に
な
れ
ば
い
い
で
す
が
。

　　

障
が
い
者
用
駐
車
場
は
、
公
共
施
設
を

は
じ
め
多
く
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
趣
旨
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

庁
舎
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
監
視
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
表
示
板
で
注
意

を
促
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
ご
指
摘

の
と
お
り
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
繰
り
返
し
理
解
を
深
め

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
米
子
市
の
小
中
学
校
の
学
校
給

食
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

も
し
対
応
さ
れ
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

対
応
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
に
手
話
通
訳
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
来
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
い
る
の
か

わ
か
ら
な
く
て
大
変
困
り
ま
し
た
。「
福

祉
課
に
手
話
通
訳
が
い
ま
す
」
と
わ
か

り
や
す
く
表
示
し
て
下
さ
い
。

　

米
子
市
で
は
、
窓
口
相
談
や
各
種
大
会

の
手
話
通
訳
等
の
業
務
に
あ
た
る
た
め
、

手
話
通
訳
の
で
き
る
職
員
を
福
祉
課
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

手
話
通
訳
を
福
祉
課
に
配
置
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
速
、「
耳
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
併
せ
て
わ
か
り
や

す
く
表
示
し
ま
す
。
ま
た
、「
耳
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」
自
体
も
、
で
き
る
だ
け

見
え
や
す
い
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

（
現
在
、
手
話
通
訳
は
市
役
所
１
階 

障
が

い
者
支
援
課
に
配
置
し
て
い
ま
す
。）　



　

し
か
し
、
限
ら
れ
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
利
用
す
る
た
め
、

① 
利
用
者
に
対
し
、
乗
用
車
の
相
乗
り
、

「
だ
ん
だ
ん
バ
ス
」
な
ど
の
交
通
機
関
の

利
用
を
お
願
い
す
る
。

② 

長
時
間
利
用
者
に
対
し
、
乗
用
車
以

外
の
交
通
機
関
の
利
用
を
お
願
い
す
る
。

③ 

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
ら
な
い

よ
う
、
利
用
申
込
の
調
整
を
図
る
。

な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
低
所
得
者
で
あ
る
が
、
市
営
住
宅
の
抽

選
に
何
年
も
当
た
ら
な
い
。

一
方
、
所
得
の
高
い
人
が
市
営
住
宅
に

入
居
し
て
お
り
不
公
平
で
あ
る
。
本
当

に
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
と
入
れ
替
え

て
ほ
し
い
。

　　

市
営
住
宅
に
入
居
申
込
み
で
き
る
方
の

収
入
基
準
は
、
公
営
住
宅
法
や
米
子
市
営

住
宅
条
例
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
入

居
者
が
一
般
世
帯
で
あ
る
場
合
は
20
万
円

以
下
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯

で
あ
る
場
合
は
26
万
８
千
円
以
下
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
入
居
後
収
入
が
増
加

し
て
基
準
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
居
住
し
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
公
営
住
宅
制
度
の
趣
旨
か
ら
み

て
望
ま
し
く
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
引
き

民
の
方
々
に
商
店
街
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
方
策
と
し
て
、
興
味
深
い
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
タ
イ
ル
に
は
、
歩
行
者
、
自
転
車
、

車
い
す
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
が

な
く
、
し
か
も
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て

手
形
を
保
持
で
き
る
よ
う
な
表
面
加
工

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
搬
入
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が

通
行
す
る
道
路
で
あ
る
た
め
、
道
路
構
造

令
の
基
準
に
適
合
す
る
強
度
と
安
全
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

車
両
の
通
行
や
道
路
工
事
、
経
年
変
化
な

ど
に
よ
る
タ
イ
ル
の
損
傷
や
磨
耗
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
と
い
っ
た
管
理
上
の
問
題

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
や
問
題
点
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
整
備
す
る
と
す
れ
ば
、
通
常
の
道

路
整
備
よ
り
も
相
当
多
額
の
経
費
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
手
形
ロ
ー

ド
」
の
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
市
民

の
方
々
に
ど
こ
ま
で
負
担
を
お
願
い
で
き

る
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
は
、
施
工
経
費
や
後
々
の

管
理
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
見
通
し
が
立

つ
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
タ
イ
ル
は
、
商
店
街
振
興
組
合

に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

の
張
替
え
と
い
う
か
た
ち
な
ど
で「
手
形
」

タ
イ
ル
の
採
用
が
可
能
か
ど
う
か
、
商
店

街
の
関
係
者
に
働
き
か
け
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
収
入
に
応
じ
て
本
来
よ
り
も
高
い

家
賃
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
営
住
宅
を
明
け
渡
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
に
引
き
続
き
５
年
以

上
入
居
し
、
２
年
間
引
き
続
き
39
万
７
千

円
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
方
は
、
近
隣
同

種
の
民
間
住
宅
並
み
の
家
賃
を
納
付
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
明
渡
し
を
求
め
、
退

去
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
本
通
り
商
店
街
か
ら
、
サ
ン
ロ
ー
ド
の

路
面
は
濡
れ
る
と
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
タ
イ
ル
模
様
も
な
ん
だ
か

古
び
て
い
ま
す
。
こ
の
商
店
街
の
路
面

を
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
「
手
形
」
タ
イ

ル
の
よ
う
な
路
面
に
す
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
？
誰
で
も
が
約
30
セ
ン
チ
の
タ

イ
ル
を
買
い
取
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
記
念
を
埋
め
込
む
方
法
で
こ
の
道
が

一
人
ひ
と
り
の
道
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

本
通
り
商
店
街
、
元
町
サ
ン
ロ
ー
ド
で

は
、
雨
水
が
入
り
や
す
い
交
差
点
部
分
は

滑
り
に
く
い
材
質
の
も
の
に
張
り
替
え
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
、
状
況
を
見
な
が
ら

張
替
え
を
行
な
う
な
ど
、
歩
行
者
の
安
全

に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
提
案
の
「
手
形
」
タ
イ
ル
は
、
市

　米子の波乱に富んだ近代を紹介、流転の世相を浮き彫りにしてい

ます。会見県・米子県設置請願運動、太平洋戦争下の経済、会見郡

の血税一揆など多彩です。

　市政の発展、山陰線の開通、養蚕業の発展、皆生・大山の開発、

図書館開設など明るい話題も豊富です。

■取扱書店　　油屋書店　今井書店　大谷書店　杉島書店

　　　　　　　すずや書店　ひらおか書店　米子書店



情報クローズアップ

「第８次米子市交通安全計画」へご意見をおよせください
　米子市では、米子市内の陸上交通の安全に関する施策を総合的かつ計画的、長期的に推進するために必要な事
項を定め、平成 22年度までを計画期間とする「第８次米子市交通安全計画」を作成することとしました。
　この計画は、交通事故のない安全で安心して暮らすことができる社会を目指して、 市内の交通の状況や地域の
実態に即した交通安全に関する施策を具体的に定め、地域社会の全体が連携・協力して、これを強力に実施しよ
うとするものです。
　この計画（案）について、市民の皆さんのご意見を広く募集します。「第８次米子市交通安全計画（案）」をご
覧いただき、あなたのご意見をお寄せください。
　計画（案）は、「米子市ホームページ」をご覧いただくか、米子市市民参画課、行政窓口サービスセンター、ふ
れあいの里、淀江支所、各公民館に置いていますのでご覧ください。
■応募方法　Ｅメール、ＦＡＸ、郵送でお送りいただくか、公民館にお届けください。
■募集期間　５日（金）～ 31日（水）必着
■応募・問い合わせ　〒 683－ 8686　加茂町１－１　市民参画課
　　　　　　　　　　☎２３－５３７３　ＦＡＸ２３－５３５４　　Ｅメール　sankaku@yonago-city.jp

平成19年度なかよし学級の児童募集！！
　小学校から帰っても、共働きなどの理由で家庭に保護者がいない児童を対象に、心身の健全な発達を促し、遊

びや運動などをとおして児童の育成活動を図ることを目的に「なかよし学級」を開設しています。

　この「なかよし学級」に入る児童を募集します。

■対 象　平成19年度に、市内のなかよし学級開設校に通学される、１年生から３年生までの児童で、放課後、
　　　　　　保護者が家庭に不在の児童。

※和田・大篠津小学校を除くすべての小学校に開設しています。

■学級定員　１学級あたり 40人
■新１年生への募集要項は、児童家庭課、各なかよし学級、市内の幼稚園、市の認可保
育園で配布します。新２・３年生への募集要項は、学校から直接配布します。なお、新

２・３年生で、継続して利用を希望する場合も、新たに申込みが必要です。

■申込期限　31日（水）
■申込場所　入級を希望する各なかよし学級（土曜日、祝祭日を除く午後１時～５時）
■問い合わせ　児童家庭課（☎２３－５１３５）

市民参画推進計画（仮称）策定委員会委員を募集します
　市民・市民団体などによる市政への参画と、主体的な市民活動団体などとの連携・協力による「市民との協働
のまちづくり」を推進するための計画を、一緒に検討・協議していただく方を募集します。
■公募人数　２人
■応募資格　平成19年１月１日現在、満20歳以上で、市内にお住まいか、通勤・通学している方
■応募方法　委員に応募する理由・動機（自らの地域活動、ＮＰＯ・ボランティア活動の状況でも可）について、

400字から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、封書で市民参画課
まで応募してください。なお、封筒には「策定委員会の応募」と明記してください。

■募集期限　22日（月）必着
■応募・問い合わせ　〒 683－ 8686　加茂町１－１　市民参画課　（☎２３－５３７５）



物置や押入れの整理はお早めに！
　平成19年４月から実施するごみの有料化に伴い、３月に多量のごみが出されることが予想されます。『ごみ分
別収集カレンダー』を参考に、今から計画的にごみを出しましょう。
　また、３Ｒ（リデュース「発生抑制」・リユース「再使用」・リサイクル「再資源化」）を心がけ、ごみの減量
化を目指しましょう。
●ごみの有料化の説明会を順次実施しています。開催日程を、自治会のお知らせや「米子市ホームページ」でご
覧いただき、ご参加ください。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

※広報よなご 12月号「年末年始の市役所業務」の記事中、「西部広域リサイクルプラザ」の１月６日（土）は休日です。
　おわびして訂正します。

情報クローズアップ

償却資産をお持ちの方は申告を
　償却資産は固定資産税の対象になります。米子市内で事業を行ない、下の表にあるような償却資産（事業用資産）
を所有されている方（他へ貸付けておられる方も含む）は、平成19年 1月 1日現在の資産状況の申告書を、１月
31日（水）までに、課税課か淀江支所市民生活課に提出してください。
　また、前年中に資産の異動がない場合、減価償却を終えている場合、廃業・休業された場合、資産がない場合も
申告が必要です。
■問い合わせ　課税課　家屋償却資産係（☎２３－５１１６、５１１７）

種 類 資 産 の 例

１ 構築物 門、塀、煙突、ほ装路面（構内･駐車場等）、広告塔、庭園（花だん･植木を含む）、簡易間仕切り、
店舗改装、建物附属設備、賃借人が設備したもの など

２ 機械及び装置 土木機械、建設機械、印刷機械等の各種機械装置、製造機械、輸送用機械器具 など

３ 船舶 貸しボート、モーターボート、釣船、曳船 など

４ 航空機 飛行機、ヘリコプターなど

５ 車両及び運搬具 大型特殊自動車 (分類番号が０または９で始まるもの )、自転車、リヤカー、荷車、構内運搬車など

６
工具、器具及び
備品

事務机、椅子、応接セット、テレビ、陳列ケース、冷暖房機、コンピュータ、自動販売機、看板、ミシン、
ロッカー、その他事務用備品など

都市エリア産学官連携促進事業

バイオシンポジウム・市民公開講座
　生活習慣病と機能性食品との関係をテーマに、生活習慣病の克服や予防、また最新の開発状況などを現場の第
一線で活躍されている方々に語っていただきます。入場は無料です。

◆バイオシンポジウム
■とき　12日 ( 金 )　午後２時～５時 40分　■ところ　国際ファミリープラザ（旧米子国際ホテル）
■日程　『機能性食品とバイオテクノロジー』…日経ＢＰ社　宮

み や た

田　満
みつる

さん
　　　　『バイオマーカー開発における理想的ビジネスモデル』…㈱総合医科学研究所　梶

かじもと

本修
お さ み

身さん
　　　　『質を測るセンサ～「定質」という考え方による安心と安全』…九州工業大学　春

はるやま

山哲
て つ や

也 さん 

◆市民公開講座
■とき　13日 ( 土 )　午前 10時～正午　　　■ところ　国際ファミリープラザ（旧米子国際ホテル）
■日程　『生活習慣病を克服し、健康寿命延長を！』…鳥取大学　重

しげまさ

政千
ち あ き

秋さん
　　　　『生活習慣病を予防するための食生活』…帝京大学　金

か ね こ

子希
き よ こ

代子さん
※くわしくは、ホームページをご覧ください。 http://www.toriton.or. jp/area/
■問い合わせ　市役所商工課（☎２３－５２１７）　　㈶鳥取県産業振興機構西部支部（☎２７－２９３1）



　　

写真界の巨匠　植
う え だ

田正
し ょ う じ

治

の
中
で
精
神
的
、
肉
体
的
、
経
済
的
負

担
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
米
子
市
で
は
、
高
齢
者

に
対
す
る
保
健
福
祉
施
策
を
推
進
し
、

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
、
高
齢
者

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
す
る

正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
を

推
進
し
、
高
齢
者
の
人
権
が
保
障
さ
れ

る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
基
本
方
針
】

●
啓
発
の
推
進

　

高
齢
者
に
か
か
わ
る
各
種
の
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
市
民
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、寝
た
き
り
や
認
知
症
、

高
齢
者
虐
待
な
ど
の
課
題
を
正
し
く
理

解
で
き
る
よ
う
啓
発
を
促
進
し
ま
す
。

●
高
齢
者
の
自
立
支
援

　

一
人
一
人
の
高
齢
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
に
応
じ
て
健
康
で
明
る
く
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の

心
身
の
状
況
や
生
活
環
境
な
ど
に
応
じ

た
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

＊
認
知
症
…
日
常
生
活
に
支
障
が
生

じ
る
程
度
に
ま
で
記
憶
力
・
判
断
力
・

認
知
能
力
が
低
下
し
て
、
人
間
関
係
を

う
ま
く
結
べ
な
く
な
る
症
状
。

■問い合わせ　人権政策課（☎２３－５４１５）

【
現
状
と
課
題
】

　

米
子
市
で
は
現
在
、
人
口
の
約
５

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
今
後
は
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
人
口
の
急
増
な

ど
と
あ
わ
せ
、
身
体
能
力
の
低
下
や

認
知
症
＊
の
発
症
な
ど
に
よ
り
、
介
護

や
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
増

加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
元
気
で
自
立
し
た

高
齢
者
が
、
生
涯
を
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
中
で
積
極

的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
介

護
や
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、

そ
の
尊
厳
を
保
持
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
、
高
齢
化
に
対

応
し
た
豊
か
な
社
会
の
実
現
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
高
齢
者
に
対
す
る

肉
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
年
金
や
貯

金
の
搾
取
な
ど
の
経
済
的
虐
待
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
に
あ
た
る
家
族
が
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
世
間
体
を
気
に
し
た
り
、
家
族

　植田にとって、最も身近な撮影舞台だったのが自宅近く

の弓ケ浜でした。この砂浜と空がはるかにつづく場所を自

ら「海浜スタジオ」と呼び、家族や近所の子どもたちを被

写体として数多くの作品を手がけています。

　本作は、その弓ケ浜で近所に住む女の子をモデルに、立

ち位置やポーズを指示して撮った演出写真です。コスモス

の花を後ろ手に持たせた人物を、雲ひとつない空と砂浜の

グレーの諧調に重ねる構図で、モデルの少女の洋服の白と

黒のコントラストを際立たせています。さらに、印画紙へ

の焼き付けの際にわずかに縦に細長くデフォルメを施すこ

とで、小高い丘を見上げる感じを見事に表現しています。

　この作品のポストカードは米子市美術館で販売中です。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa

植田正治　≪ミワコさんの居る丘≫ 1941 年制作
ゼラチン・シルバー・プリント /ヴィンテージ・
プリント　
23.5 × 24.5( ㎝ )　米子市美術館蔵
Ⓒ Shoji Ueda Office

米
子
市
人
権
施
策
基
本
方
針

（
高
齢
者
に
関
す
る
人
権
施
策
編
）



お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

で
、
確
定
申
告
の
際
に
、
お
む
つ
の
費

用
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
次

の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
は
じ
め
て
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ

る
方
…

お
む
つ
代
の
領
収
書
・
医
師
の
証
明
書

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目

以
降
の
方
…

お
む
つ
代
の
領
収
書
・
主
治
医
意
見
書

の
内
容
に
つ
い
て
の
確
認
書

※
『
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て

の
確
認
書
』
が
必
要
な
方
は
、
長
寿
社

会
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課 （
☎
23―

５
１
３
６
）

臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
募
集

●
本
庁
専
任
宿
日
直
員
・
１
人

応
募
資
格

昭
和
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
国
民
健
康
保
険
料
徴
収
員
・
１
人

応
募
資
格

昭
和
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
す

る
方

試
験
日
・
科
目

２
月
３
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

本
庁
専
任
宿
日
直
員

…
平
成
19
年
５
月
１
日

国
民
健
康
保
険
料
徴
収
員

…
平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

５
日
㈮
〜
18
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
書
の
請
求
、
問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23―

５
３
４
１
）

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数

育
児
支
援
家
庭
訪
問
指
導
員
・
１
人

応
募
資
格

昭
和
21
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●
臨
床
心
理
士
資
格
を
有
す
る
方

●
こ
の
資
格
の
受
験
資
格
を
有
す
る
方

●
平
成
19
年
４
月
１
日
に
こ
の
資
格
の

　

受
験
資
格
を
有
す
る
見
込
み
の
方

試
験
日
・
科
目

２
月
３
日
㈯
・
作
文
、
面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

９
日
㈫
〜
22
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
対
策
課
（
☎
23―
５
４
５
２
）

米
子
市
公
民
館
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

主
事
（
非
常
勤
職
員
）・
３
人

職
務
内
容

公
民
館
事
業
の
実
施
業
務
に
従
事

応
募
資
格

昭
和
17
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
47
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

2
月
18
日
㈰
・
教
養
、
適
性
、
作
文
、

面
接

※
場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
4
月
1
日

申
込
受
付
期
間

５
日
㈮
〜
19
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

指
定
の
受
験
申
込
書
を
生
涯
学
習
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
い
受
験
案
内
は
、
生
涯
学
習

課
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

（
☎
23―

５
４
４
２
）

自
衛
官
募
集

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
2
等
陸
・
海
・
空
士

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事

務
所
（
☎
33―

２
４
４
０
）
ま
た
は
、

市
役
所
総
務
課
（
☎
23―

５
３
３
１
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き　

９
日
㈫
、
19
日
㈮
、
29
日
㈪
、

　
　
　
　

２
月
６
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜
４
時

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
ぷ
り
あ
」

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

指
名
競
争
入
札
参
加
希
望
者
受
付

　

市
役
所
と
水
道
局
が
そ
れ
ぞ
れ
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
等
業
務
、
物
品
・

役
務
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
業
者
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

２
月
1
日
㈭
〜
28
日
㈬

申
込
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

入
札
契
約
課
（
☎
23―

５
３
６
６
）

水
道
局
総
務
課
（
☎
32―

６
１
１
１
）

今
月
の
納
期
・
・
・
市
県
民
税
４
期　

国
民
健
康
保
険
料
７
期　

介
護
保
険
料
７
期　

※
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



㈶
米
子
市
学
校
給
食
会
臨
時
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

臨
時
職
員
（
事
務
員
）・
１
人

職
務
内
容

米
子
市
学
校
給
食
会
事
務
局
に
勤
務
し
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
経
理
事
務
と
給

食
用
物
資
の
供
給
な
ど
に
関
す
る
業
務

に
従
事

応
募
資
格

昭
和
22
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
32
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
場
所

２
月
18
日
㈰
・
米
子
市
役
所
第
２
庁
舎

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
期
間

９
日
㈫
〜
26
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

米
子
市
学
校
給
食
会

（
☎
33―

４
７
５
１
）

米
子
市
観
光
協
会
職
員
募
集

募
集
人
数　

１
人

職
務
内
容

米
子
市
観
光
協
会
事
務
局
に
勤
務
し
、

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
イ
ベ
ン
ト
企
画

･

実
施
の
会
場
設
営･

準
備
な
ど
、
観
光

客
誘
致
に
関
す
る
宣
伝
業
務
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
関
す
る
業
務
に
従
事

応
募
資
格　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

第
一
次
試
験
…
企
画
書
を
提
出

※
第
一
次
試
験
合
格
者
に
第
二
次
試
験

の
内
容
な
ど
を
通
知
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
期
間

５
日
㈮
〜
16
日
㈫
（
当
日
必
着
）

企
画
書
提
出
期
間

５
日
㈮
〜
２
月
２
日
㈮
（
当
日
必
着
）

※
試
験
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
、
協
会
事
務
局･

市
役

所
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
観
光
協
会
事
務
局
（
米
子
駅
前

サ
テ
ィ
４
階
）

（
☎
37―
２
３
１
１
）

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団

嘱
託
・
非
常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
・
職
務
内
容

●
米
子
市
美
術
館
館
長
・
１
人
・
美
術

館
に
勤
務
し
、
美
術
館
の
管
理
運
営
、

自
主
事
業
の
企
画
・
実
施
の
統
括
業
務

に
従
事

●
舞
台
操
作
員
・
１
人
・
文
化
ホ
ー
ル
、

公
会
堂
、
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

し
、
舞
台
・
照
明
・
音
響
な
ど
の
操
作
、

施
設
管
理
業
務
に
従
事
（
舞
台
・
照
明
・

音
響
な
ど
の
技
術
業
務
経
験
が
あ
る
方
）

●
企
画
員
兼
事
務
員
・
２
人
・
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー
、
美
術
館
、
文
化
ホ
ー
ル
、

公
会
堂
、
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

教
育
文
化
施
設
に
勤
務
し
、
芸
術
文
化

事
業
の
企
画
・
実
施
業
務
、
施
設
管
理

業
務
に
従
事

●
管
理
人
・
１
人
・
公
会
堂
な
ど
に
勤

務
し
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
運
転
管
理
と
窓

口
業
務
に
従
事（
ボ
イ
ラ
ー
２
級
以
上
・

危
険
物
取
扱
免
許
を
有
す
る
方
）

応
募
資
格

昭
和
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
・
科
目

２
月
11
日
㈰
・
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

11
日
㈭
〜
31
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

受
験
案
内
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

㈶
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
事
務
局

（
文
化
ホ
ー
ル
内　

☎
35―

６
４
１
１
）

よ
な
GO
集
団
体
操

　

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
と
、
仲
間

づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標
に
行

な
い
ま
す
。

●
福
生
体
育
館
…
23
日
㈫

●
福
米
体
育
館
…
２
月
６
日
㈫ 

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
で
す
。

対

象　

65
歳
以
上
の
方

内

容　

簡
単
な
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

送

迎　

公
民
館
単
位
で
巡
回
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23―

５
１
５
７
）

韓
国
語
文
法
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

　

中
級
者
の
た
め
の
「
韓
国
語
文
法

コ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。（
全
5
回
）

と

き　

２
月
１
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
２
会
議
室

対

象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
韓
国
語
の
読
み

書
き
が
で
き
、
文
法
を
学
習
し
た
こ
と

が
あ
る
方
（
市
が
今
年
度
実
施
し
た
韓

国
語
講
座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ 

潤ユ
ン 

慶キ
ョ
ン

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　

無
料

※
18
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課
（
☎
23―

５
３
７
４
）

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

14
日
㈰
午
前
８
時
30
分
、
市
役
所
集
合

（
行
き
先
…
市
内
神
社
め
ぐ
り
、
行
程

約
６
キ
ロ
、
解
散
予
定
…
正
午
）

問
い
合
わ
せ　

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）



住宅リフォーム相談窓口
　近年、高齢者を中心に、訪問販売などによ
る悪質な住宅リフォームの被害が多発してい
ます。
　建築指導室では、これから住宅リフォーム
をお考えの方に、業者の選定、見積りなどの
注意点についてアドバイスを行なう相談窓口
を設置しました。また、窓口で住宅リフォー
ムをわかりやすく説明した小冊子を無料で配
布していますのでお役立てください。
　そのほか、耐震診断の補助や支援制度など
の情報提供も行なっています。お気軽にご相
談ください。
■問い合わせ
　建築指導室（☎２３－５２３６）

米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎

50 簡易耐火
２ 階 建 ３DK 13,600

～ 22,600 S45

50 Ｒ 2 203 中層耐火
４ 階 建 ３K 12,000

～ 20,000 S50

富 益
住 宅 大 崎 57Ｒ 2 101 中層耐火

４ 階 建 ３DK 16,700
～ 27,700 S57

（老人等優先入居）

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実
上婚姻関係と同様の事情にある人や婚約者を含む）がある方（単
身向住宅を除く）。ただし、生年月日が昭和 31年４月１日以前
の方等は、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな方。
●米子市税に滞納がないこと。
■老人等優先入居
60歳以上、心身に障がいのある方は、優先入居（応募者複数の場合
は公開抽選）の制度があります。くわしくはお問い合わせください。
■申込受付期間　９日（火）～ 17日（水）　土・日を除きます。
■申込受付場所　建築課（本庁舎２階）、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。外
国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けているこ
とを証明する書類）。その他、お申込み理由により添付書類が必
要となる場合があります。
＜住宅申込書などは建築課、淀江支所地域整備課にあります＞
■入居選考方法　22 日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　平成19年２月１日（木）
※次回の市営住宅入居者募集期間は２月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築課（☎２３－５２６３）
特定公共賃貸住宅（陰田町・3LDK・家賃月額69,000円、２
LDK・家賃月額55,000円）の募集もしています。くわしくは
建築課までお問い合わせください。

税の口座振替納付方法
　平成19年度から市税の『前納報奨金』を廃止します。これに
伴い、現在、市県民税と固定資産税を口座振替で「全納」され
ている方に、これまでどおりの「全納」か、「期別」に変更す
るかを選んでいただく書類（前納報奨金廃止に伴う確認書兼口
座振替変更申込書）を１月末頃にお送りしますので、ご回答く
ださい。なお、現在、口座振替の「期別」を選択されている方
にはこの書類はお送りいたしません。
※くわしくは、広報よなご 11月号をご覧になるか、お問い合
わせください。
■問い合わせ　収税課収納管理係（☎２３－５１６１）

チャレンジショップ
「しょいや！」
参加者募集中

　商売を始めてみようとする人が商売の経験
を積みノウハウを習得するための仮店舗チャ
レンジショップ「しょいや！」を、本通り商
店街に開設しています。現在、参加者を募集
中です。希望される方や興味のある方は、お
気軽にお問い合わせください。

ぜひお立ち寄りください。
店 名　　WingS
取扱い品・サービス内容
ドラム・ポピュラーピアノ教室、ドラムメ
ンテナンス、カタログ楽器販売

チャレンジショップ「しょいや !」の概要
◆店舗の広さ　17～ 27㎡（全 5区画）
◆費 用
　4,100 円～ 6,200 円・光熱水費（月額 )
◆入店期間
　6か月間。さらに６か月間まで延長可能。
◆開店時間
　午前 10時～午後７時　毎週木曜日定休
■問い合わせ
　米子商工会議所振興課（☎２２－５１３１）
　市役所商工課（☎２３－５２１９）



お子さんの予防接種
　生まれ月ごとに毎月実施します。受けられ
なかった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　　（接種は午後１時15分から）
その他　母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
　　　　んできてください。
　　　　体温は接種会場で測ります。

◆結核予防接種（ＢＣＧ）
対 象 児 接 種 日

H18年９月27日～10月16日生 １月16日（火）
H18年10月17日～10月31日生 １月31日（水）
H18年11月１日～11月15日生 ２月15日（木）

※生後３か月で接種します。
※生後６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※ツベルクリン（結核に感染しているかどうかの
　検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種
対　象　児 １回目 ２回目

H18年２月生 １回目の接種を受
けていない方は、
下記の日程で１回
目、２回目を受け
てください。

１月24日（水）

H18年３月生 ２月14日（水）

H18年４月生 ３月28日（水）

H18年５月生 １月25日（木）
Ｈ19年４月以降予定

H18年６月生 ２月28日（水）

※７歳６か月未満で接種を受けていない方も受け
　てください。
※６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。
  （間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
　かまいません）

麻しん風しんの予防接種はおすみですか
　お子さんの成長とともに外出の機会が多くなります。予
防接種を受けて、免疫をつけ、感染症にかからないように、
また他の人にうつさないようにしましょう。
　過去に麻しん、風しん予防接種を既にそれぞれ 1回すま
されたお子さんも、今年から、就学前年度１年間（年長さん）
の間に、麻しん風しん混合（MR）ワクチンを接種すること
になりました。

予防接種種類 対 象 回数

麻しん風しん混合
（ＭＲ）

１期…１歳～２歳未満 １回
２期…小学校就学前年度の１年間
（年長さん）にあるお子さん

１回

※麻しん、または風しんにかかったことがある方は、
　もう一方の単独ワクチンを接種します。

■費 用　無料
■接種場所
米子市が委託した医療機関で実施しています。「ごみ分別収
集カレンダー＆健康ガイド」の 14ページをご覧ください。
■接種を受ける時は・・・
・医療機関に予約をしてからお出かけください。
　接種の際には、医師にご相談ください。
・母子健康手帳、予診票を持参してください。予診票がな
　い場合は、医療機関にあるものを使ってください。
・予診票を記入のうえ体調の良いときにお出かけください。
・体温は接種場所で測ってください。

接種対象とならなくなったお子さんは？
（２歳を過ぎてしまったら・・）

　上記の 1期、2期の対象ではなく、麻しん、風しんの予
防接種をまだ一度も受けていないお子さん（２歳以上７歳
６か月未満）に対し、３月 31日まで麻しん、風しんの任意
接種を実施します。費用は無料です。
　接種をご希望の場合は、健康対策課か淀江支所で手続き
をしてください。手続きには、印鑑と母子健康手帳が必要
です。



新たに成人式を迎える皆さんへ
献血にご協力ください

　１月１日から２月 28 日までの間、若い世代を中心と
する幅広い世代に献血へのご理解とご協力を求めるため、
「はたちの献血」キャンペーンを実施します。
　現在、国内の医療で使用する全ての血液製剤を、私た
ちの献血によって確保することが大きな課題とされてい
ます。そして今、輸血に使用する血液の安全性を高める
ために、「４００ml 献血」「成分献血」が求められています。
　成分献血、４００ml・２００ml 献血は、日赤血液センター
西部出張所でできます。ご協力をお願いします。
■と き　毎週水曜日
　　　　　　午前９時～午後１時、午後２時～４時
■と こ ろ　日赤血液センター西部出張所
　　　　　　（鳥取大学医学部保健学科棟１階）
■対 象 者　18～ 64歳（ただし、60～ 64歳までに
　　　　　　献血したことがある方は 69歳まで可）
■所要時間　成分献血…約１時間
　　　　　　４００ml、２００ml 献血…約20分間

鳥取県赤十字血液センター西部出張所の
開所日が変わりました

平成 19年１月から、毎週水曜日のみの開所となります。
■問い合わせ
　日赤血液センター西部出張所（☎３８－７１９４）
　市役所健康対策課（☎２３－５４５１）

■申込・問い合わせ　健康対策課（☎ 23－5452 ～ 5454）
（錦町１丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内）

マタニティー応援教室〈両親学級〉
■対 象　妊娠中のママとパパ
■ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）

22日
(月)

◆お口の手入れ
◆パパにもできる赤ちゃんのお世話
◆妊娠中・産後の食事
◆もく浴体験
　(赤ちゃんの人形で実際にお風呂の体験をします)

２月
13日
(火)

◆先輩ママ･パパとの交流
◆おっぱいの手入れ
　(実際の手入れは妊娠 37週を過ぎてから )
◆お産を楽にするコツ
　(陣痛が始まってからの心構え、呼吸法等 )

※時間は、いずれも午後１時30分～４時です。
　申込みは不要です。
　母子健康手帳を持ってお出かけください。

介護・認知症講座のお知らせ
◆１日介護入門講座◆

　介護の基本的な知識、技術を学びます。
　どなたでも受講できます。
　■と き　25日（木）　午前10時～午後３時
　■ところ　中国電力米子営業所（加茂町２丁目）
　■内 容　高齢者のための栄養バランスを考えた
　　　　　　献立（調理実習）
　■受講料　材料費 1,000 円

◆認知症講座◆
16日（火） 人権について
23日（火） 環境の理解について
30日（火） 関わり方の視点について

※いずれも午後１時30分～３時30分
■定 員　30人（先着順）
■受講料　無料

■申込・問い合わせ
　西部地域介護実習普及センター
　☎２３―５４７０ 　ＦＡＸ２３―５０１８

米子駅→

←境港方面

↑
皆
生
方
面

松
江
方
面
↓

裁判所

中国電力

商工会議所
鳥大付属病院

鳥大付属病院
第 ２ 駐 車 場

鳥大医学部
保健学科棟

国
道
９
号

鳥取県赤十字
血液センター
西 部 出 張 所



図書室では

その他館内では

プラネタリウム室では

米子水鳥公園
☎２４－６１３９

元旦特別観察会
「初日の出！コハクチョウ観察会」
１日（月）午前７時集合・午前８時終
了・どなたでも参加できます。参加無
料。暖かい服装でご参加ください。
集合：水鳥公園ネイチャーセンター

自然観察会
「安来のコハクチョウを見に行こう！」
14日（日）午後１時水鳥公園集合～１
時 20分米子駅発～４時解散（米子駅
から合流可能です）・定員40人・要予
約・集合時間厳守・暖かい服装でご参
加下さい。
手作り自然教室「水鳥の絵を描く会Ⅱ」
8 日（月・祝）・午前9時～正午・小学
生対象先着15名、要申込み・参加無料・
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
水鳥の絵画コンクール作品募集！
対象：小学生が描いた野鳥の絵・募集
期間：22 日（月）まで。優秀な作品
は表彰します。
作品展示：2月 1日（木）～ 28日（水）・
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
アジアウェットランドウィーク記念企画
「グルグルアートで湿地に感謝！」
２月４日（日）午後１時～４時・小学
生以上対象先着20人・要申込み・材
料費 50円
会場：水鳥公園ネイチャーセンター
■開館時間
平日：午前８時30分～午後５時30分
土・日・祝：午前 7時～午後 5時30分
■今月の休園日　毎週火曜日
■元旦～４日は臨時開館します。開館
時間は午前 7時～午後４時です。

１
子どもの本をたのしむ会
15日（月）午前10時30分～正午
「やまわきゆりこさんの本」がテーマ
です。大人対象。
大人が楽しむおはなし会
17日（水）午後２時～４時、大人対象・
ストーリーテリングや、絵本の読み聞
かせなどの勉強会。
だくちるおはなし会
27日（土）午前11時～ 11時45分、「う
まかたやまんば」ほか、絵本、手遊び
など・幼児～大人対象。

自由工作コーナー
20日(土)から「いのししのきりがみ
細工」をはじめます。無料。毎日午前
９時～午後５時、ほかにもいろいろな
ものを作ることができます。
材料費10円で、木やどんぐりなどの
工作も自由にできます。

米子市児童文化センターが出張します
おもちゃ、本を『おおぞら号』に満載
して、皆さんのお近くまで出張します。
くわしくはお問い合わせください。

■開館時間　午前９時～午後５時
■電話受付　午前８時30分～午後５時
■今月の休館日
１日～４日、毎週火曜日、10日
■平成19年３月31日までの毎週金・
土曜日は、施設の使用申請があれば、
有料で午後10時まで開館します。
くわしくはお問い合わせください。

児童文化センター
☎３４－５４５５

解説員が優しく語りかける「今夜見え
る星空と星座物語（オリオン座・おお
いぬ座）」をお楽しみください。おと
なの方もご利用ください。
・プラネタリウム投影時間

平日 土・日・祝日
－ 午前 10時 45分

（＊午前11時） 午前 11時 45分
午後 2 時 午後 2 時
午後３時 午後 3 時

（＊午後４時） 午後 4 時

＊冬休み中は、平日の午前11時と
　午後４時も投影します。
・観覧料金
　小中学生 50円、大人 210円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
学習投影「冬の星空」
13日、20日、27日（土）、午前11時
45分～、小中学生と保護者対象、小
中学生無料、大人 210 円、小学４年
生の理科学習に役立ちます。

おはなしや、絵本の世界へどうぞ。
当日自由参加。
えほんとわらべうた
17日、24日、31日（水）午前10時30
分～11時・「ハイハイよちよちコース」
（０歳～１歳半とその保護者対象）、11
時10分～11時40分・「たんたんピョン
ピョンコース」（１歳以上とその保護者
対象）、絵本やわらべうたを子どもと一
緒に楽しみましょう。
おはなしのへや
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
14 日（日）午前 11時～ 11時 30分・
『ねてるのだあれ』、午後２時 30分～
３時 10分・『むかでのいしゃむかえ』
ほか、紙しばいや絵本の読み聞かせ。



◆特に記載のないものは参加自由・無料です。
　入館料が必要な場合もありますので、
　各施設までお問い合わせください。
◆翌月上旬までの催しを掲載しています。

伯耆文化研究会
13日（土）午後１時30分・大会議室
◆研究発表
・「第二次世界大戦　米国の米子地方
空襲について」－米国戦略爆撃調査団
報告より－　発表者：岩

い わ さ

佐武
たけひこ

彦さん
・「伯耆会見郷の郡

ぐ ん が

衙について」　発表
者：坂

さかもと

本嘉
よしかず

和さん
ビジネス支援「特許情報相談会」
23日( 火 ) 午前10時30分～午後４時・
特設文庫室
■開館時間
平日…午前９時～午後６時
土・日・祝日…午前９時～午後５時
■今月の休館日
１日～４日、毎週月曜日、31日

市立図書館
☎２２－２６１２

つつじ読書会
２月３日（土）午後２時・特設文庫室・
小
こ じ ま

島　毅
つよし

著　「中国思想と宗教の奔流
（前半）」
木曜おはなし会（協力：ほしのぎんか）
毎週木曜日・午前10時40分～ 11時
30分・親子読書コーナー、紙芝居・
絵本の読み聞かせ・手あそび・パネル
シアター

古文書研究会
27 日（土）午後１時 30分・大会議室・
演題「江戸の正月」・講師：川

かわかみ

上廸
みちひこ

彦
さん

鷲見三郎顕彰事業
「米子ユースオーケストラ」参加者募集
　日本のヴァイオリン教育に情熱を注いだ米子市出身の故鷲

す み

見三
さぶろう

郎氏を顕彰す

るため、演奏団体や学校の枠を越えた「米子ユースオーケストラ」を編成し発

表会を行ないます。

　このオーケストラに参加される方を募集します。

■対 象　小学生から大学生まで約 60名

■楽 器　弦楽器・管楽器

■曲 目　カルメン組曲第 1番　ほか

■合同練習日

　２月18日 (日)、３月３日 (土)・11日 (日)・17日 (土)・18日 (日)・24日 (土)

■申込締切　31日 ( 水 )

■演 奏 会

　３月 25日（日）午後２時開演

■会 場

　米子市文化ホール　メインホール

■参 加 費　無料

■申込・問い合わせ

　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

米子市美術館
☎３４－２４２４

共同企画・郷土作家展 
「海と空と　角

すみ

護
まもる

・石
いしたに

谷孝
こ う じ

二」
◆会期　20日（土）～ 2月4日（日）
　　　　（水曜日休館）
◆観覧料
一般180円（20名以上の団体150円）、
学生以下、70歳以上、障がいのある方・
要介護者（その介護者）の方は無料
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日
１日～４日、毎週水曜日

福市考古資料館
☎２６－３７８４

考古学講座「韓国考古学への誘い」
近年、韓国で多く行なわれる発掘調査
の一部を映像を通して紹介します。
講師：柳

やなぎもと

本照
て る お

男（米子市歴史館　統括
学芸員）・27日（土）午後２時～午後
３時30分・入場無料・申込み不要・
定員 100 名・会場：「ふれあいの里」
４階中会議室

山陰歴史館
☎２２－７１６１

民話のへや
（共催：ほうき民話の会）
21日（日）午後１時30分～午後２時
20分、２階「いろりの間」、民話４話
（尻鳴りしゃもじ・
鹿島さん家のネズ
ミ・お福と鬼・鶴
の恩返し）、民具ひとくち解説

山陰歴史館　福市考古資料館
淀江歴史民俗資料館

■開館時間  午前９時30分～午後６時
■今月の休館日
１日～４日、10日、毎週火曜日



■編集発行／米子市企画部市民参画課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　皆さんは、どのくらい鳥の名前をご存知ですか？皆さんによく知られている鳥と
いえば、カラスやシラサギ、カモメなどが挙げられると思います。
　ところが、このような名前の鳥は図鑑に載っていないものがほとんどです。カラ
スも皆「○○ガラス」という名前ですし、シラサギも、体が白いサギ類をまとめて
呼んでいるものであって、正しくはダイサギやコサギなどという名前です。
　しかし、カモメは図鑑に載っています。そのため、「カモメがいた」と言われても、
それが「○○カモメ」なのか、本物の「カモメ」なの
か分からなくなってしまいます。

　水鳥公園で見られるカモメの仲間は、主にセグロカモメ、ユリカモメ、カモメの 3種類です。
カモメの特徴は、カラスよりやや小さく、頭からお腹、尾羽が白、背中が灰色で翼の先が白
黒模様、嘴

くちばし

は黄色で細長く、脚が黄緑色、目が黒っぽいことです。これらの特徴を観察して「カ
モメがいた」と言えれば、あなたも立派なバードウォッチャーです。
　はじめは誰でも、野鳥はどれも同じに見える「ただの鳥」です。しかし、少し注意して見
てみると、次第にカラスやサギなどであることがわかります。さらに、それがハシボソガラ
スやダイサギだ、と具体的にわかるようになってくると、野鳥がとても身近なものとなります。
　それは、私達人間も、はじめは見ず知らずの人でも、名前がわかるとより身近に感じ、親
しくなれることと似ています。
　皆さんも、米子水鳥公園でたくさんの野鳥と出合って、身近に感じてみませんか。

水鳥公園指導員　桐原佳介

新米子の文化財

　淀江傘の起こりは文政４年（1821年）に
倉吉から来た倉

く ら よ し や

吉屋周
しゅうぞう

蔵が傘屋を開いたこ
とによるといわれます。明治14年（1881年）、
津山の西

にし

金
きんぞう

蔵を傘製造の指導に招いたのが
契機となり、淀江傘の製造は飛躍的に発展
しました。
　大正時代になると製造業者 71 軒、年間生

産量は 17 万本にも達しました。仕上げの際、傘を干すための広い砂浜があるこ
と、材料の竹が入手しやすいなどの条件も重なり、淀江を代表とする産業とな
りました。
　戦後は洋傘の普及に伴って、昭和 26 年（1951 年）頃をピークに次第に生産量、
生産者ともに減少していきました。昭和 59 年（1984年）には最後の製造者が
廃業しましたが、「淀江傘伝承の会」に技術は引き継がれ、和傘伝承館で製造さ
れています。現在はインテリアとしても注目され、全国各地からの注文が多く
あります。
　見学を希望されるときは、事前に和傘伝承館に連絡して下さい。日・月曜日、
祝日は休館です。和傘伝承館（☎５６－６１７６）

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

淀
よ ど え が さ

江傘製造技術　（米子市指定無形文化財）

米子市の人口と世帯数　（平成18年12月１日現在　住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比
人口 151,853人 (＋ 9 人)　男性 72,195人 (ー14人)　女性 79,658人 (＋23人)　世帯数 61,469世帯 (＋40世帯)

水鳥公園からのたより

カモメ

※広報よなご12月号「新米子の文化財」の記事中、「尾高町」とあるのは「尾高」の誤りでした。おわびして訂正します。


	表紙
	新年のごあいさつ
	2006市政主要ニュース
	税制改正のお知らせ
	あなたの声を市政に
	情報クローズアップ
	幸せな社会づくりをめざして
	くらしの情報
	みんなの健康
	施設の催し物
	水鳥公園からのたより・新米子の文化財

